
Questions Answers

�算定算定算定算定をををを行行行行うううう背景背景背景背景・・・・目的目的目的目的 UPSでは2003年から小包の鉄道輸送に伴うScope3排出量（委託物流）の算定を行ってお

り、2008年からは出張のカテゴリの算定を始めた。2010年以降はGHGプロトコルのScope3 

Standardを活用しており、現在も算定カテゴリーの数を増やしている。

サプライチェーン排出量算定の目的は、それをマネージメントすることであるが、自らのサ

プライチェーン排出量を顧客に提供し、同業他社との差別化を図ることも可能である。

�算定方法算定方法算定方法算定方法 委託物流はカテゴリ４において算定している。購入したサービスであるという考え方からカ

テゴリ１とする個とも考えられるが、Scope3 Standardを開発したWRIと相談してカテゴリ４と

した。距離と重さ、輸送手段からGHGプロトコルのデータを排出係数を乗じて算定している。

各カテゴリの算定の考え方はCSR報告書において詳細に記載されている。

�社内社内社内社内のののの算定体制算定体制算定体制算定体制 Scope1,2についてはEnablon社のツールを活用しているが、Scope3については独自の

データベースに基づいて算定している。ただし、活用している原単位は基本的にはGHG

プロトコルにおける原単位である。算定結果については第三者検証を受けている。

�算定結果算定結果算定結果算定結果のののの

活用方法活用方法活用方法活用方法

CSR報告書等で公表している他、顧客がScope3排出量を算定することを助けるための

データ提供サービスを行っており、現在は200社程度にデータを提供している。

�算定算定算定算定のののの

メリットメリットメリットメリット

自らのサプライチェーン

を最適化しコストカットに

つなげるだけではなく、物

流サービスを利用する多

くの企業に対してデータ提

供を行うことで顧客の最

適化につなげることがで

きる。
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Questions Answers

�サプライチェーンサプライチェーンサプライチェーンサプライチェーン排出排出排出排出

量量量量のののの削減削減削減削減にににに向向向向けてけてけてけて

UPSの物流サービスにおける排出量

の内、倉庫や物流センターでの排出

が11%、UPSが所有する車による集荷、

配送からの排出が19%であるのに対し、

飛行機、トラック、鉄道などによる委託

物流も含めた物流ネットワークからの

排出が70%を占めている。そのため、

UPSのサプライチェーン排出量を削減

するためには、物流ネットワークにお

ける排出削減の取組が重要であり、モーダルシフトや輸送手段の効率化、カーボンオフ

セット付サービスの提供などの取組を行っている。

�サプライチェーンサプライチェーンサプライチェーンサプライチェーン排出排出排出排出

量量量量算定算定算定算定のののの課題課題課題課題

サプライチェーン排出量算定の取組は世界的にもまだ始まったばかりであり、各企業

が実施している算定方法やデータ収集の方法なども一律ではない状況である。また、

削減効果を定量化する際の考え方についても課題は多く、例えば、より排出量の少な

いUPSのサービスを活用することで社会全体としての排出量が減ったとしても、UPSの輸

送量が増加する場合には、自身のサプライチェーン排出量は増加してしまう。このよう

な場合には、原単位の考え方が重要であり、トンマイル当たりの排出原単位を改善する

ことを目標にしている。

�これからこれからこれからこれからサプライサプライサプライサプライ

チェーンチェーンチェーンチェーン排出量排出量排出量排出量をををを算算算算

定定定定するするするする方方方方へへへへ

サプライチェーン排出量の算定に当たっては、GHGプロトコルのScope3 Standardにも

記載されているように、目的適合性、網羅性、一貫性、透明性、正確性という5原則が重

要であり、これらの原則を理解して取組む必要がある。

その上で、自らのサプライチェーンの内、どの段階が最もインパクトが大きいのかを見

極め、データ収集が容易で算定しやすいカテゴリから取組を始めることが重要である。
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